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皆さんに知ってほしい
上下水道事業

・料金のこと

皆さんに知ってほしい
上下水道事業

・料金のこと

きれいな水で手洗いをする岡本保育園園児の皆さん



生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
上
下
水
道
の
現
状
を
お
伝
え
し
ま
す

蛇口をひねると当たり前のように出てくる『水』。

水は、飲料水だけではなく、お風呂や洗濯、トイレなど、私たちの生活の中で無くてはなら
ない欠かせない存在です。

今、そんな大切な存在の水を管理する上水道・下水道事業の経営が厳しい状況になっています。
また、高度経済成長期時代に整備した多くの上下水道施設の老朽化対策が急務となっています。
市では、これからも皆さんに安全安心な水を安定して提供し続けていくため、また、自然や

生活環境を守り続けていくために、上下水道事業のあり方や料金体系などについて検討を進め
ています。今号では、皆さんに上下水道事業の現状や取り組み、現在検討していることについ
て紹介します。

問合せ  上水道課☎35-3149　下水道課☎35-3150
2023.2.15
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私
た
ち
の
生
活
で
欠
か
せ
な
い『
上
下
水
道
』の
役
割
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
私
た
ち
が
普
段
の
生
活
で
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
上
下
水
道
に
は
ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
携
わ

る
方
々
の
思
い
を
含
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

水道管の交換作業を実施する事業者の皆さん

㈲高原工業
代表取締役

高
たか

 原
はら

 寛
ひろ

 文
ふみ

 さん

い
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
地
域
の
イ

ン
フ
ラ
を
守
る
と
い
う
使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

　
今
後
も
、
水
が
使
え
る
と
い
っ
た
皆
さ
ん
の

当
た
り
前
を
守
る
こ
と
、「
一
球
入
魂
」な
ら
ぬ
、

水
道
管
を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
と
め
る
と
い
う

「
一
継
入
魂
」の
精
神
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
願
い
で
す
。
設
備
機
器

の
修
繕
工
事
な
ど
で
一
時
的
に
断
水
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
一
同
、

一
刻
も
早
く
作
業
が
終
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
、
待
っ
た
無
し

の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
3
日
で
60
件
も
の
電

話
が
入
り
対
応
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
水

や
お
湯
が
出
な
い
と
い
っ
た
連
絡
は
い
つ
入
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
常
に
緊
張
感
を
持
ち
な
が

ら
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
地
域
の
大
切

な
イ
ン
フ
ラ
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
使
命
感
や

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
断
水
が
あ
り
、

市
内
の
水
道
事
業
者
で
組
織
す
る
高
山
管
設
備
工

業
協
同
組
合
の
活
動
と
し
て
、
総
勢
３
０
０
人
以

上
が
復
旧
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
大
変
な
中
で

し
た
が
、
泥
や
水
に
ま
み
れ
た
作
業
員
は
皆
、
良

①�
き
れ
い
で
安
全
な
水
を
安
定
的
に
お
届
け

し
て
い
ま
す

私
た
ち
が
、
飲
料
水
や
お
風
呂
、
洗
濯
な

ど
に
使
う
水
は
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
51

項
目
の
水
質
検
査
を
行
い
、
品
質
を
厳
し
く

管
理
し
て
い
ま
す
。

②
よ
り
良
質
な
水
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す

市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
水
質
や
周

辺
環
境
の
安
全
性
調
査
な
ど
13
種
類
の
検
査

を
追
加
で
行
っ
て
い
ま
す
。

①
ま
ち
を
清
潔
に
し
て
い
ま
す

　
下
水
道
が
無
い
と
、
汚
水
が
側
溝
や
川
に

直
接
流
れ
て
し
ま
い
、
悪
臭
や
害
虫
が
発
生

す
る
な
ど
、
生
活
環
境
が
悪
化
し
ま
す
。

②
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
ま
す

　

汚
水
を
き
れ
い
に
し
て
、
川
や
海
に
戻
し

良
好
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

　
下
水
処
理
で
発
生
し
た
ガ
ス
を
燃
料
に
し

た
り
、
下
水
汚
泥
か
ら
肥
料
や
レ
ン
ガ
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

安
全
な
水
道
水
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

「
皆
さ
ん
の
当
た
り
前
を
守
る
こ
と
」に
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

見
え
な
い
と
こ
ろ
で

様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

上野浄水場下水道センター

上
水
道
の
役
割

下
水
道
の
役
割

2023.2.15

3



— 経営状況はどうなっているの？ —
る「一般会計」とは独立し、皆さんの利用料金などの収益で運営しています。
収支」と「施設を建設・更新するための収支」の 2つの財布で管理しています。

分かりやすく教えてＱ＆Ａ
Ｑ��上水道の経営状況は
　�どうなっているの？
A   上水道事業は、純利益1.7億

円を確保し、黒字となってい
ます(図Ⓐ：事業を運営する
ための収支)。

Ｑ��不足額が 10億円あるけど
　�大丈夫なの？
A   不足額は、上水道事業を運営

するための収支(図Ⓐ)の純
利益や減価償却費(※)で補
うことができる仕組みとなっ
ているので

　�大丈夫です。

Ｑ��今後はどうなるの？
A   下表のとおり、今後も人口減

少や節水機器の普及により、
上水道利用者や使用量は年々
減少し、料金収入も減少して
いく見通しです。また、老朽
化した水道施設の更新費用の
増加が見込まれ、このままで
は、近い将来、施設の更新が
困難になってしまいます。

※減価償却費とは…  これまでに建設した施設の価値の減少分を、費用として計上したものです。実際には、現金の支出を伴
わないため内部に現金が残り、建設改良費の不足額を補う財源に利用することができます。

補てん

建設改良費
10.3 億円

借金返済
4.7 億円

補助金ほか 2 億円

借入金 3 億円人件費 1.2 億円
その他 1.1 億円

利息 1 億円

委託料
5.2 億円

減価償却費 ※
9.1 億円水道料金

15.6 億円

その他
3.7 億円

純利益 1.7 億円

図 A 事業を運営するための収支

収 入

水道料金
15.6 億円

純利益 1.7 億円

人件費 1.2 億円
その他 1.1 億円

利息 1 億円

減価償却費 ※
9.1 億円

借金返済
4.7 億円

建設改良費
10.3 億円

不足額
10 億円

借入金 3 億円

補助金ほか 2 億円

委託料
5.2 億円

その他
3.7 億円

収 入

補てん

支 出

キ
レ
イ
な
水
を
作
り
、

蛇
口
ま
で
お
届
け
す
る
費
用

古
く
な
っ
た
水
道
管
や
設
備
を

更
新
す
る
費
用

支 出

図 B 施設を建設・更新するための収支

80,000
H27 R3

82,500

85,000

87,500

90,000 89,201

約 6％減少 約 7％減少
約 8％減少

83,896

上水道利用者（人）

14.50
H27 R3

15.00

15.50

16.00

16.50

17.00 16.84

15.59

上水道料金収入（億円）

9,000,000
H27 R3

9,500,000

10,000,000

10,500,000

11,000,000

9,814,125

10,643,982

上水道使用量（㎡）

上 水 道 事 業
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上下水道事業のお財布事情 
上下水道事業は、教育や福祉、道路整備など行政の基本的な事業の会計であ
また、お金の管理がしやすいように、下表のとおり、「事業を運営するための

14.00
H27 R3

14.50

15.00

15.50

16.00 15.71

約 7％減少約7％減少

約 4％減少

14.61

下水道料金収入（億円）

H27 R3

65,000

70,000

75,000

80,000 78,196

75,107

下水道利用者（人）

8,500,000
H27 R3

9,000,000

9,500,000

10,000,000

10,500,000

9,377,965

10,064,398

下水道使用量（㎡）

60,000

建設改良費
8 億円

借金返済
16.4 億円

補助金ほか 3.7 億円
借入金 3.3 億円

利息 3.1 億円

燃料・電気代 1.7 億円
人件費 1.2 億円
その他 1.3 億円

委託料 5.3 億円

減価償却費
 20.4 億円

その他
6.8 億円

下水道料金
14.6 億円

不足額
11.6 億円

補てん

図 A 事業を運営するための収支

収 入

不足額①
11.6 億円

下水道料金
14.6 億円

収 入

補てん

支 出

汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て

川
に
流
す
費
用 設

備
を
更
新

す
る
費
用

支 出

図 B 施設を建設・更新するための収支

その他
6.8 億円

減価償却費
 20.4 億円

借入金 3.3 億円
補助金ほか 3.7 億円

不足額②
17.4 億円

委託料 5.3 億円

利息 3.1 億円

燃料・電気代 1.7 億円
人件費 1.2 億円
その他 1.3 億円

借金返済
16.4 億円

建設改良費
8 億円

分かりやすく教えてＱ＆Ａ
Ｑ��下水道の経営状況は
　�どうなっているの？
A   下水道事業は、11.6億円不

足で赤字となり、非常に厳し
い経営状況です(図Ⓐ：事業
を運営するための収支)。

Ｑ��不足額の合計29億円（①＋②）
　�あるけど大丈夫なの？
A   上水道事業とは違い、減価償

却費だけでは補うことができ
ず、追加の資金を投入しなけ
れば、倒産するような非常に
厳しい経営状況です。

Ｑ��今後はどうなるの？
A   下表のとおり、今後も人口減

少や節水機器の普及により、
下水道利用者や使用量は年々
減少し、料金収入も減少して
いく見通しです。また、処理
施設の修繕費や光熱水費など
の維持管理費用の増加が見込
まれ、さらに追加の資金を投
入しないと維持できない状態
が続きます。

下 水 道 事 業

2023.2.15
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① 【
上
水
道
】水
道
管
の
老
朽
化
対
策

② 【
上
水
道
】災
害
な
ど
に
備
え
た
対
応

メーカーによる試験状況写真です。

　
上
下
水
道
事
業
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
安
全
安
心
な
水
を
安
定
し
て
提
供
し
続
け
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
一
広
い
市
内
に
は
、
約
1
0
0
0

㎞
も
の
水
道
管
が
あ
り
ま
す
。
蛇
口
か
ら
い

つ
も
水
が
出
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
古
く

な
っ
た
水
道
管
の
更
新
工
事
が
必
要
で
す
。

　
下
図
は
、
各
年
に
設
置
し
た
水
道
管
の
長

さ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
法
定
耐
用
年
数

で
あ
る
40
年
を
超
え
た
水
道
管
が
全
体
の
約

15 

%
あ
り（
赤

色
部
分
）、
水

道
管
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま

す
。
水
道
管
が

古
く
な
る
と
、

穴
が
開
い
た

り
、
破
裂
し
た

り
し
て
水
が
出

な
く
な
り
、
断
水
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
現
在
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
水
道
管
の

更
新
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

耐
用
年
数
を
迎
え
る
水
道
管
が
多
く
な
る

た
め
に（
青
色
部
分
）、
費
用
負
担
が
増
大

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
水
道
管
は
、
地
震
が
起
き
て

も
、
水
道
管
が
抜
け
に
く
い
丈
夫
な
水
道

管
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
約

1
0
0
0
㎞
の
う
ち
、
約
1
4
3
㎞
あ
る

基
幹
と
な
る
水
道
管
の
耐
震
化
を
優
先
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
で
水
が
出
な
く
な
っ
た
時

の
た
め
に
、
避
難
所
に
水
を
配
る
給
水
車

や
給
水
タ
ン
ク
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

総
延
長
1
0
0
0
㎞
の
水
道
管

水
道
管
の
耐
震
化

更
新
費
用
は
今
後
も
増
大
傾
向

【動画】「生活に欠かせないライフライン上下水道の現状をお伝えします」配信中( QR )
動画では、上下水道施設を見学し、上下水道事業の経営状況や市の取り組みについて紹介しています。

こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
な『
水
』を
安
定
し
て

 

お
届
け
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

R6 目標

35％

R3耐震化率

30.5％

穴が開いて漏水した配水管

基幹となる水道管の耐震化率

古
ふる

い水
すいどうかん

道管

新
あたら

しい管
かん

地割れ

地割れ

耐
たいしんかん
震管ってよぶよ。

スポッと抜
ぬ
けるスポッと抜

ぬ
ける

抜
ぬ
けずにこわれない

長
なが
持
も
ちします

2023.2.15
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③ 【
下
水
道
】施
設
の
老
朽
化
対
策

④ 【
下
水
道
】処
理
施
設
の
統
廃
合

　
市
に
は
、
数
多
く
の
下
水
道
の
施
設
が
あ

り
、
設
備
が
全
体
的
に
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
大
地
震
を
想
定
し
た
耐
震
化
も

急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
設
備
は

特
殊
な
う
え
に
、
処
理
を
継
続
し
な
が
ら
更

新
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

工
事
の
際
に
は
非
常
に
高
額
な
費
用
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
設
備
の
点
検
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
部

品
な
ど
を
交
換
し
、
で
き
る
限
り
の
延
命

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
よ

る
汚
水
量
が
減
少
し
て
い
る
設
備
は
、
設

備
の
縮
小
化
な
ど
を
検
討
し
、
維
持
管
理

費
の
低
減
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
的
に
実

施
し
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
に
よ
り
処
理
施
設
数
が

50
カ
所
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
処
理
施
設

の
全
て
で
維
持
管
理
や
機
器
更
新
を
行

う
こ
と
は
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、

経
営
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
隣
接
す
る
地
域
へ
接
続

す
る
バ
イ
パ
ス
管
を
設
置
し
、
処
理
施

設
を
統
廃
合
す
る
こ
と
で
維
持
管
理
や

機
器
更
新
の
経
費
を
削
減
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
、
処
理
施
設
数
を
50
か
ら
33

に
統
廃
合
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お

り
、
隣
接
処
理
区
へ
の
接
続
費
用
は

47
億
円
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
経
費
削

減
額
は
1
0
0
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

多
く
の
施
設
を
維
持

計
画
的
な
事
業
の
実
施

50
カ
所
も
あ
る
施
設

維
持
管
理
費
を
削
減

下
水
道
の
施
設（
R
4
・
4
・
1
現
在
）

処
理
施
設
数

49
施
設

下
水
道
管
延
長

約
7
7
0
㎞

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
数

2
7
6
カ
所

古くなった除塵機の更新

非常用発電機の設置

バイパス管の設置で B処理
施設を廃止して維持管理費
用を削減

A処理施設

バイパス管

B処理施設

2023.2.15
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印
刷
／
飛
騨
印
刷
株
式
会
社

古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

QR コードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。
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最 

後 

に

⑤ 
上
下
水
道
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

⑥ 

財
源
の
確
保

　
下
水
道
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
各
地
域
の
デ
ザ
イ

ン
の
カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル
の

設
置
の
ほ
か
、
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
カ
ー
ド
は
、
全
国
各
地

で
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
収
集
さ
れ
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
市
HP（
QR
）か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

上
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
が
厳
し
い
こ
と

（
4
、
5
ペ
ー
ジ
参
照
）に
加
え
、
今
後
の
人
口
減
少

な
ど
に
よ
り
、
上
下
水
道
料
金
収
入
の
減
少
が
見
込

ま
れ
、
経
営
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
施
設
の
統
廃
合
を
始
め
と
す
る
徹
底
し
た

経
営
の
効
率
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

解
消
で
き
な
い
ほ
ど
の
継
続
的
な
資
金
不
足
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

収
入
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

財
源
を
確
保
す
る
の
か
を
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
水
な
し
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
水
は
自
然
界
か
ら
の
大
切
な
恵
み
で
あ
り
、
限
り

あ
る
資
源
で
す
。
高
山
市
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で

分
け
合
い
な
が
ら
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
上
下
水
道
は
皆
で
水
を
上
手
に
使
う
た
め
の
仕
組

み
の
一
つ
で
す
。
こ
の
先
も
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安

心
し
て
「
水
」
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
高

山
市
を
と
も
に
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ	

上
水
道
課
　
☎
35
―
3
1
4
9

	

下
水
道
課
　
☎
35
―
3
1
5
0

　
課
外
授
業
の
一
環
と

し
て
、
市
内
の
小
学
生

に
、
汚
れ
た
水
を
ど
の

よ
う
に
き
れ
い
に
し
て

川
へ
返
し
て
い
る
か
を

見
学
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
も
し
下
水
道
が

な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る

か
を
想
像
し
て
、
下
水

処
理
場
の
果
た
し
て
い

る
役
割
を
学
習
し
て
い

ま
す
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら

普
通
に
あ
る
下
水
道

も
、
時
間
と
お
金
を
か

け
て
、
建
設
し
維
持
し

て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ

か
ら
の
世
代
の
子
供
た

ち
に
も
伝
え
て
い
き
ま

す
。

　

水
道
施
設
を
管
理
し
て
い
る
指
定
管
理
者

（
㈱
高
山
管
設
備
グ
ル
ー
プ
）
HP
で
は
、
上
野

浄
水
場
で
水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
動
画「
暮

ら
し
の
水
が
で
き
る
ま
で
」を
公
開
し
て
い
ま
す
。

カラー
マンホール

マンホール
カード

施 

設 

見 

学 
の 
実 
施

今
後
も
厳
し
い
経
営
状
況

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
ご
存
じ
で
す
か
？

【
動
画
】暮
ら
し
の
水
が
で
き
る
ま
で
配
信
中

　
上
下
水
道
施
設
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
施
設
見
学
や
動
画
の
配
信
、
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー

ド
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市のマンホールカード

①こばのみつばつつじ（高山）②おこじょ（奥飛騨温泉郷）③風土季の郷飛驒国府（国府）④荘川桜（荘川）

⑥岩つつじ（久々野）

⑤臥龍桜（一之宮）

⑦すずらん（朝日）
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